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1． はじめに 

公共事業の遂行には，行政や企業に加え，自治体な

ど様々な組織が関わるため，意思決定過程が複雑にな

りやすい．世論の動向は行政過程に影響を及ぼし得る

ため，住民から事業に対する理解を得る，広い意味で

の合意形成を行うことが必要になる．合意形成のプロ

セスでは，まず事業者が住民に対して事業についての

情報を提供することが求められるが，特にインフラ事

業の情報提供では，事業の費用や効果などの数値デー

タのみが広報されることが多く，事業者がどのような

思いを持ってインフラの建設を行っているかという意

図を十分に伝えることができていないと考えられる． 

そこで，本研究では，事業者の意図を明示したもの

である計画コンセプト1)に着目し，計画コンセプトが住

民のインフラ整備への支持意識に与える影響を検証す

ることを目的とした．なお，本研究で対象とするイン

フラ事業は，計画コンセプトを明確に掲げている大阪

湾岸道路西伸部建設事業とし，当該事業エリアである

神戸市・西宮市・尼崎市の市民を対象とした Web アン

ケート調査を行った．  

 

2． 実験方法 

Web アンケート調査は，Web アンケート会社（楽天

インサイト）に依頼し，2022年 12月 28日から 2023年

1 月 10 日にかけて行った．年齢や性別に偏りが出ない

ように，20 代，30 代，40 代，50 代，60 代以上の神戸

市・西宮市・尼崎市在住の男女 50名ずつの計 1500名を

対象に Web 上で，アンケート調査を行った．対照実験

を行うため，全体を均等に 3群（実験群 1，実験群 2，

対照群）に分け，それぞれに異なる情報を提示した． 

提示する情報として，事業者の一つである阪神高速

道路株式会社の社員へのヒアリングをもとに，計画コ

ンセプトに込められた事業者の思いが明瞭となるよう

にインタビュー形式にまとめた「インタビュー型情報」

を作成した．実験群 1 には，簡単な事業説明や整備効

果を説明した「事業説明情報」に加えて，この「イン

タビュー型情報」を提示した．比較のため，実験群 2

には，「事業説明情報」に加えて，現在の広報で使用さ

れている計画コンセプトを箇条書きにした「箇条書型

情報」を提示した．なお，対照群には，計画コンセプ

トについての情報は提示せず，「事業説明情報」のみを

提示した． 

次に質問項目として，沼尻ら 2)を参考に，西伸部支持

意識に関する尺度を「西伸部受容意識（西伸部を受容

するかどうかなど）」と「西伸部公共利益増進期待（西

伸部が神戸のためになると思うかなど）」の 2 要素 6 項

目（7 件法）で作成した．また，川端ら 3)を参考に，情

報の読了による効果に関する尺度を，「印象鮮明性（西

伸部のイメージが明確に湧いたかなど）」，「納得性（プ

ロジェクトに納得したかなど）」，「関心向上性（西伸部

への関心が高まったかどうかなど）」，「自我関与性（西

伸部を身近に感じるようになったかなど）」の 4要素 24

項目（5件法）で作成した．以下では，これら 4要素を

まとめて読了効果と呼ぶ． 

Web アンケ―ト調査では，まず，被験者は個人属性

などの質問に回答した後，西伸部に関する簡単な情報

を確認し，西伸部を知っているかどうかの質問や，西

伸部支持意識(情報提示前)の質問に回答する．そして

上述の計画コンセプトに関する情報提示を行い，もう

一度，西伸部支持意識(情報提示後)の項目に回答する．

その後，読了効果の項目に回答し，最後に自由記述の

感想を回答した後，アンケートを終了とした． 

 

3． 西伸部支持意識の多重比較 

情報提示による西伸部支持意識の影響を把握するた

め，西伸部支持意識(情報提示後)について多重比較を

行った．なお，実験群が2群，対照群が1群であること

から多重比較法の一つであるダネット検定を採用した． 
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また，西伸部支持意識（情報提示前）について群を要

因とした一元配置分散分析を行ったところ，統計的に

有意な差が確認されたことから，西伸部支持意識（情

報提示前）を共変量とした． 

ダネット検定の結果は表 1のとおりである．実験群 1

と対照群の比較では，西伸部支持意識，西伸部公共利

益増進のどちらにおいても，有意な差が確認された．

一方で，実験群 2 と対照群の比較では，いずれにおい

ても有意な差は確認されなかった．つまり，インタビ

ュー型の計画コンセプトを伝えることで，西伸部支持

意識を向上させることが示唆された一方で，箇条書の

計画コンセプトではそのような効果は認められなかっ

た．この結果は，インフラ整備に対する支持意識を向

上させるにあたって，計画コンセプトを箇条書きで記

載するだけでは効果がない一方で，計画コンセプトの

背後にある事業者の思いを伝えていくことが必要であ

ることを示しているものと言える． 

 

4． 読了効果の多重比較 

読了効果の尺度である印象鮮明性，納得性，関心向

上性，自我関与性についても同様に，西伸部支持意識

（情報提示前）を共変量としてダネット検定を用いて

多重比較を行った．結果は表 2のとおりである． 

印象鮮明性，納得性，自我関与性において，実験群1

と対照群の間に有意な差が確認された．一方で，実験

群 2 と対照群の間に有意な差が確認されなかった．つ

まり，計画コンセプトを伝えるにあたって，箇条書型

よりもインタビュー型の計画コンセプトを提示する方

が印象鮮明性，納得性，自我関与性が大きいというこ

とが示された．なお，関心向上性については，どちら

の群間においても有意な差は確認されなかった． 

 

 

5． おわりに 

 以上より，計画コンセプトについてのインタビュー

型の情報は，箇条型の情報と比較して，インフラ事業

に対する支持意識をより向上させ，印象鮮明性，納得

性，自我関与性を高めることが確認された．本研究に

おけるインタビュー型情報とは，計画コンセプトに込

められた事業者の思いを明瞭に記述したものであり，

本研究の結果は，インフラ整備における合意形成のプ

ロセスにおいて，事業者の思いを地域住民に丁寧に説

明することの重要性を示すものであると言える．今後

は，インタビュー型情報が支持意識にもたらす効果の

持続性についても，調査・分析を進めていく必要があ

る．  
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表 1 西伸部支持意識（情報提示後）の多重比較 
  推定量 標準誤差 t 

受容意識 

実験群 1
－対照群 0.094* 0.047 1.981 

実験群 2
－対照群 0.049  0.047 1.032 

公共利益

増進期待 

実験群 1
－対照群 0.089† 0.049 1.828 

実験群 2
－対照群 0.013  0.049 0.265 

  †:10%有意，*:5%有意 

 表 2 読了効果の多重比較 
  推定量 標準誤差 t 

印象鮮明性 

実験群 1
－対照群 0.070† 0.037 1.904 

実験群 2
－対照群 0.025 0.037 0.672 

納得性 

実験群 1
－対照群 0.082* 0.033 2.531 

実験群 2
－対照群 0.013 0.049 0.265 

関心向上性 

実験群 1
－対照群 0.062 0.045 1.379 

実験群 2
－対照群 0.026 0.045 0.573 

自我関与性 

実験群 1
－対照群 0.061† 0.037 1.674 

実験群 2
－対照群 0.027 0.037 0.739 

  †:10%有意，*:5%有意 
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